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対象地域
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徳山村周辺

研究の目的

• 山田論文(1978)では，当該地域の東京，京都と
の語彙の共通率から，当該地域の語彙がどちら
の地域にも似ていないことが示された．

• 本研究では，そのデータを用いて，集落間の使
用語彙傾向の違いを検討する．

東京

京都

徳山村
周辺

山田(1978)

戸入 西津汲

木之本町

塚

今回
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その他言葉の機能には，
アクセント，音韻，文法



• 『基礎語彙』と呼ばれる語彙＝「わたし」,「あなた」,「あたま」
のようなどこの地域にも見られると思われる語彙200語（Swadesh 
List(Swadesh, 1950)から服部(1955)が選んだ200語）について

• 東京および京都と，
– 似ていれば「＋」，似ていなければ「－」でデータを作成

使用データについて

調査項目 東京 門入 京都 東京 戸入 京都

1.I － ウラ － － アカデ －

11.one ＋ ヒトツ ＋ ＋ ヒチョー ＋

114.sky － テン ＋ － テン ＋

146.wife － カカ ＋ － イエノハー －

158.thick ＋ アツイ － ＋ アツイ －

… … … … … … …

山田(1978, 1980)
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村 Ep En Wp Wn
門入 徳山 168 27 170 27
戸入 徳山 168 27 166 30
塚 徳山 168 27 169 27
櫨原 徳山 170 25 167 29
山手 徳山 168 26 167 28
上開田 徳山 168 28 167 29

本郷 徳山 168 28 170 27
下開田 徳山 168 27 168 29
川上 坂内 170 25 172 24
広瀬 坂内 172 22 172 23
坂本 坂内 173 22 173 23
鶴見 藤橋 172 24 171 24
東横山 藤橋 176 19 177 20
西津汲 久瀬 176 18 175 21

東津汲 久瀬 173 22 177 18
小津 久瀬 173 24 174 23
日坂 久瀬 175 21 177 20
外津汲 久瀬 174 23 176 22
今庄 南条 166 31 175 23
池田 今立 167 30 172 26
木之本 大野 176 21 185 13

作成したデータを次の
ように集計

Ep:東京の語彙と対
応する語彙数
En:しない語彙数
Wp:京都の語彙と対
応する語彙数
Wn:しない語彙数

東京 京都

Ep
＋ ＋ 東京にも京都にも似ている

＋ － 東京に似ている

En
－ ＋ 京都に似ている

－ － どっちにも似ていない

Wp
＋ ＋ 東京にも京都にも似ている

－ ＋ 京都に似ている

Wn
＋ － 東京に似ている

－ － どっちにも似ていない
山田(1978, 1980)



分析手法

• 集落間の違い
を出すために，
Ep,En,Wp,Wn
を変数，集落
をケースにし
て主成分分析
を行った．

mura Ep En Wp Wn
門入 徳山 168 27 170 27
戸入 徳山 168 27 166 30
塚 徳山 168 27 169 27
櫨原 徳山 170 25 167 29
山手 徳山 168 26 167 28
上開田 徳山 168 28 167 29

本郷 徳山 168 28 170 27
下開田 徳山 168 27 168 29
川上 坂内 170 25 172 24
広瀬 坂内 172 22 172 23
坂本 坂内 173 22 173 23
鶴見 藤橋 172 24 171 24
東横山 藤橋 176 19 177 20
西津汲 久瀬 176 18 175 21

東津汲 久瀬 173 22 177 18
小津 久瀬 173 24 174 23
日坂 久瀬 175 21 177 20
外津汲 久瀬 174 23 176 22
今庄 南条 166 31 175 23
池田 今立 167 30 172 26
木之本 大野 176 21 185 13

集
落
間
で
ど
れ
く
ら
い

違
い
が
現
れ
る
か
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Wn,Pn側に偏っている
⇒他村の集落に比べ，
より一層，東京，京都
の語彙と似ていない

徳山村には越前系の
語彙が見られる
（奥村,1974）

古語の残存
（野村, 1977）？

言語学者の分類認
識を正しく反映

美濃系
vs
近江

(奥村, 
1974)



今後の課題

• 語彙が示した傾向とアクセント分布や交
通状況との比較

⇒似ている部分，似ていない部分の抽出
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アクセント分布(奥村, 1978のデータより作図) 福井＝徳山村及び周辺地域の交通状況と媒介中心性
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